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③再現性lntra　assay，　Inter　assayともよい結果

が得られた．

④SPAC　T4　kitの回収試験，希釈試験共に満足

すべき結果が得られており正確度の高い検査法で

あると思われる．

⑤SPAC　T3　kitとトリオソルブM－125の相関は

r＝十〇．9634で，SPAC　T4　kiteとT4　RIA　II（ダ

イナボツト社）の相関係数はr－＋0．9845と良い

相関を示している．

⑥臨床上において，正常者と，甲状腺機能充進

症，甲状腺機能低下症を良く区別することができ，

また，血清タンパクに変動のある症例（ネフロー

ゼ，妊婦）においても，Free　T41ndexを求める事

によって区別する事ができた．

　以上本法は血清量25・mlと微量であり，操作は

きわめて簡単であり臨床上有用な検査法であると

思われる．

45．Radioimmunoassayによるクレチン症マスス

　　クリーニング実施上の問題点
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　クレチレ症は，早期に発見して治療を開始すれ

ば，非可逆的な知能低下を防止できるため，種々な

マススクリーニングが試みられている．われわれ

は，先天代謝異常スクリーニングに用いられてい

る乾燥濾紙血液を材料とし，抽出液のTSHをRIA

で測定する際，まず2人分を合わせて測定し，cut

off　point以下なら2人共正常と判定し，以上なら

残り抽出液で別々に測定し，いずれが異常高値で

あるかを判定する方法（paired　TSH　assay）を開発

した．TSHは二抗体法（A）であるが，最近では抗

体量を1／2に減じ，1251－TSHをdelayed　addition

する高感度assay（B）に改良した．　assay間変動係

i数は30％もあるため，cut　off　pointの設定は，絶

対値で固定せず，1st　paired　assayでは4percen－

tile，2nd　individual　assayでは標準血液スポット

（40μU／ml・serum）を毎回assayに入れ，その値以

上を呼出し精査した．1975年11月から1977年5月

までの間，総数80，700例（A：24，200，B：56，500）

の新生児を対象とし，43，950assayを行ない，41

例（0．05％）（A：23，B：18）を呼出し精査した結果，

8例（A：2，B：6）の新生児クレチン症を見出した．

その中には，新生児期に症状の乏しいものが多く，

治療で順調に発育している．本paired　TSH　assay

は，assay数および呼出し率が少ないため，労力，

経費を節減でき，かつ信頼性の高いマススクリー

ニングであると考えられる．

46．Radioimmunoassay－kit　1：よるAldosterone測

　　定の基礎的検討

　　一検体微量化の試み一
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　Aldosterone　RIA－kit（Dainabot社）は精度が良

好であるので，このkitを用いて検体の微量化を

検討した．被検血漿量を0．1m1，0．05　m1，または

0．02　mlとすると，使用血漿量の減少に伴う感度

の低下をやや認めるも0．02m1の場合でも測定が

十分可能であった．種々の保生条件で検討すると，

4°C24時間で最も良好な標準曲線を得た．使用血
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漿を0．1　ml（通常法）と0．02　m1（微量法）を使用

した場合における測定値の相関係数は0．98を示し

た．使用血漿を0．02m1とした場合の再現性は，

intra－assayでの変動係数（平均）8．05％，　inter－

assayでの変動係数は低濃度で16．1％，高濃度で

は8．96％であった．被検血漿を減少せしめた場合

の1つとして，マウスの血漿Aldosterone量を測

定した．すなわちマウスをエーテル麻酔下で眼窩

静脈叢より0．1m1採血し，　Radioimmunoassayを

行った．10分間隔で採血するとAldosterone値は

経時的に増加した．24時間間隔での採血ではほぼ

一定値を得た．1％食塩水を飲料水として5日間

投与した食塩負荷マウスのAldosterone値は対照

に比し低値を示し，またACTH（mg／kg）投与で

の血漿Aldosterone値の上昇は軽度であった．よ

ってこの測定系では少量の被検血漿を用いて同一

のkitで多数の検体が測定可能である．
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れた．同一kitを用いて3濃度血清を15回測定し

たバラッキ，また異なる10回の測定では比較的バ

ラッキは少ないといえる．Insulin低値の3血清

に標準Insultinを加えて回収率を求めると113％

～95％であった．Insulin高値の2血清を用いての

dilutionでは，15μU／m1～80μU／mlの間では直

線的になるが，それ以外は直線からはずれる傾向

を認めた．二抗体法との比較では15μU／ml以下

の場合と80μU／ml以上の高値で二抗体法が高値

となった．全体の相関ではγ一〇．93であった．患

者血清に抗Insulin抗体がある場合，測定感度以

下となり測定不能であった．以上のことより本kit

は室温で短時間測定が可能と思われたが15μU／ml

以下と80μU／m1以上で二抗体法に比較し低値と

なる．これは短時間の影響か，本kitの特性であ

るか今後さらに検討していきたい．

48．RIAキットによるミオグロビンの定量

47．PEG法によるインシュリンの短時間測定法
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　今回われわれはInsulin　PEG　kitを用いて短時

間測定法を検討した．stanard　curveにおける時間

の検討ではlst　incubationの場合，時間が短かく

なるにつれてB％は上昇するが曲線はゆるやかと

なる傾向を認めた．4°Cでは3時間以上，25℃で

は1時間以上で原法の4°C6時間incubationと同

様の曲線を得た．2nd　incubationの場合，時間が

短かくなるにつれてB％は低下する傾向があり，

4°Cでは10時間以上，25°Cでは3時間以上で，

原法の4°Cl8時間の曲線に近い値を得た．以後

1st　incubation　25°C　1時間，2nd　incubation　25。C

3時間で行った．PEG量の検討ではPEGを増量

するとB％は全体に上昇するが特に良いstandard

curveは得られず，原法のfinal・16％で良いと思わ
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　ミオグロビン測定用試薬は米国Nuclear　Medi－

cal　System（NMS）およびフランスCISを用いた．

両者の比較では，ともに使用法が簡単で短時間内

に処理が可能（2時間以内），また，高ミオグロビ

ン濃度の血清および尿の希釈試験もよい結果をえ

た．測定感度は5％fallでNMS　7　ng／ml，　CIS　6

ng／m1，また，　CLSキットによる測定値はNMS

にくらべて低かった．
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